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(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 20,675 7.1 380 36.2 404 45.9 244 200.5

2025年３月期 19,296 4.4 279 43.1 276 36.3 81 △71.5

（注）包括利益 2026年３月期 267百万円 （173.1％） 2025年３月期 97百万円（△69.3％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後１株当た
り当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 73.50 － 4.5 3.3 1.8

2025年３月期 23.22 － 1.5 2.3 1.4

（参考）持分法投資損益 2026年３月期－百万円 2025年３月期－百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 12,013 5,528 46.0 1,633.98

2025年３月期 12,140 5,434 44.8 1,553.59

（参考）自己資本 2026年３月期 5,528百万円 2025年３月期 5,434百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 624 △150 △259 1,120
2025年３月期 241 △153 △241 905

年間配当金 配当金総額

(合計)

配当性向

（連結）

純資産配当率

(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 0.00 － 23.00 23.00 80 99.1 1.5

2026年３月期 － 0.00 － 33.00 33.00 111 44.9 2.1

2027年３月期(予想) － 15.00 － 30.00 45.00 72.5

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,000 1.6 380 △0.2 400 △1.0 210 △14.0 62.06

１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

(2) 連結財政状態

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2027年３月期（予想）中間配当金の内訳　記念配当15円00銭

2027年３月期（予想）期末配当金の内訳　普通配当30円00銭

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期 3,500,000株 2025年３月期 3,500,000株
②  期末自己株式数 2026年３月期 116,432株 2025年３月期 1,832株
③  期中平均株式数 2026年３月期 3,321,531株 2025年３月期 3,498,168株

※  注記事項
(1)期中における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　　　　　　、除外  －社  （社名）

(2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

(3)発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.４「１．経営成績等の概況（4）今後

の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（1）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における国内経済は、雇用・所得環境の改善、堅調な企業業績などを背景に回復基調にある一方

で、米国の関税政策や為替相場の動向、中東情勢をはじめとした地政学的リスクの高まりに加え、原材料価格やエ

ネルギー価格の高騰などにより、先行きは依然として不透明な状況にあります。

当社グループの関連する業界では、情報通信端末事業におきましては、事業環境は引き続き厳しい状況が続いて

いるものの、徐々に落ち着きを取り戻しつつあります。情報通信システム事業におきましては、各地で大規模な地

震が発生するなど、依然として頻発する自然災害の影響から国民の安心・安全な暮らしを守る社会インフラの整

備・強化が継続しております。加えて、地政学的リスクに起因し、有事対応の必要性も高まっております。また、

各業界において、ＤＸの動きがさらに加速しているほか、各自治体においてもスマートシティに関する取り組みが

進められるなど、ＩｏＴ・ＡＩ、大容量通信などの新技術を活用した製品・サービスが様々な分野で導入され、活

用が進んでおります。

このような状況下、当社グループの売上高は、官公庁向け大口案件増、携帯端末販売における販売台数増、子会

社である西菱電機エンジニアリング株式会社の受注増などにより増収となりました。経常損益は人件費を中心とし

た固定費増を、売上規模増加及び官公庁向けシステムの収益率改善でカバーし増益となりました。なお、新規事業

開発、規模拡大に向けた社内体制強化、販売促進などの積極的な投資は継続しております。

これらの結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高206億75百万円（前年同期比7.1％増）、営業利益３億80百

万円（前年同期は２億79百万円）、経常利益４億４百万円（前年同期は２億76百万円）、親会社株主に帰属する当

期純利益２億44百万円（前年同期は81百万円）となりました。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

＜情報通信端末事業＞

情報通信端末事業におきましては、携帯端末販売の販売台数増を主因として増収となりました。利益面では、人

件費増を中心とした固定費増を売上規模増でカバーし、増益となりました。

これらの結果、情報通信端末事業での売上高は88億93百万円（前年同期比8.3％増）、営業利益は９億11百万円

（前年同期は８億38百万円）となりました。

＜情報通信システム事業＞

情報通信システム事業におきましては、売上高は、官公庁向け大口案件の増加、子会社である西菱電機エンジニ

アリング株式会社の受注増を主因に増収となりました。利益面では、売り上げ規模増に加え、官公庁向けシステム

の収益率改善により増益となりました。

これらの結果、情報通信システム事業の売上高は117億83百万円（前年同期比6.2％増）、営業利益は15億29百万

円（前年同期は10億85百万円）となりました。
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（2）当期の財政状態の概況

（流動資産）

　当連結会計年度末における流動資産の残高は、102億85百万円（前連結会計年度末は105億13百万円）となり、２

億27百万円減少しました。主な要因は、受取手形、売掛金及び契約資産が合計で３億73百万円減少したことなどに

よるものです。

（固定資産）

　当連結会計年度末における固定資産の残高は、17億27百万円（前連結会計年度末は16億27百万円）となり、99百

万円増加しました。主な要因は、有形固定資産の71百万円増加、投資有価証券の34百万円増加によるものです。

（流動負債）

　当連結会計年度末における流動負債の残高は、62億45百万円（前連結会計年度末は64億55百万円）となり、２億

10百万円減少しました。主な要因は、支払手形及び買掛金の６億90百万円減少などによるものです。

（固定負債）

　当連結会計年度末における固定負債の残高は、２億39百万円（前連結会計年度末は２億50百万円）となり、11百

万円減少しました。主な要因は、資産除去債務の14百万円減少などによるものです。

（純資産）

　当連結会計年度末における純資産の残高は、55億28百万円（前連結会計年度末は54億34百万円）となり、93百万

円増加しました。主な要因は、自己株式の取得１億76百万円、譲渡制限付株式報酬の付与84百万円、剰余金の配当

80百万円、親会社株主に帰属する当期純利益２億44百万円などによるものです。

（3）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度に比べ２億15百万円増

加し、11億20百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は６億24百万円（前連結会計年度は２億41百万円の収入）となりました。これは

主に、仕入債務の減少による６億90百万円などにより資金が減少しましたが、税金等調整前当期純利益４億53百万

円、売上債権及び契約資産の減少３億73百万円により資金が増加したことなどによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は１億50百万円（前連結会計年度は１億53百万円の支出）となりました。これは

主に、有形固定資産の取得１億70百万円、無形固定資産の取得12百万円などにより資金が減少したことなどによる

ものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は２億59百万円（前連結会計年度は２億41百万円の支出）となりました。これは

主に、配当金の支払額80百万円、自己株式の取得１億76百万円により資金が減少したことなどによるものです。
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　売上高 210億00百万円（前年度比３億24百万円増）

　営業利益  ３億80百万円（前年度並み）

　経常利益  ４億00百万円（前年度比４百万円減）

　親会社株主に帰属する当期純利益  ２億10百万円（前年度比34百万円減）

（4）今後の見通し

次期の見通しとしましては、雇用・所得環境の改善、堅調な企業業績などを背景に、景気は回復基調にある一方

で、米国の関税政策や為替相場の動向、中東情勢をはじめとした地政学的リスクの高まりに加え、原材料価格やエ

ネルギー価格の高騰などにより、先行きは依然として不透明な状況にあります。

当社グループでは、情報通信端末事業におきましては、一時の非常に厳しい状況は脱したものの、引き続き厳し

い事業環境が続くものと思われます。このような状況下、これまで同様に顧客満足度の向上を目指し、お客様にお

選び頂ける店舗創りに取り組むとともに、市場環境を踏まえた収益性の確保のため、引き続き事業運営の最適化を

進めてまいります。携帯通信端末アフターサービスでは、引き続き生産性の向上により収益力の向上、保有技術を

活かした新たな市場領域の開拓に取り組みます。

情報通信システム事業におきましては、官公庁向けでは全国で頻発する地震・水害などの自然災害を踏まえ、防

災・減災意識は一層高まっており、防災・減災対策の充実、インフラ老朽化対策の推進、緊急防災・減災事業債の

継続などにより、需要は増加するものと予測されます。また、スマートシティ・DX社会に向けた取り組みが各自治

体・企業により進められつつあります。このような中、各種防災行政無線システムなどを中心とした防災・減災需

要の取り込み、水管理システムの拡販、保守などストックビジネスの確保に取り組みます。官公庁向けには、防災

行政無線システムやスマートフォン向け防災アプリ「防災コンシェル」などを含めた防災・減災に役立つ総合防災

ソリューション、中～小規模の上下水道事業者向けに開発した監視制御ソリューションを中心にお客様のニーズに

合わせたソリューションを展開し、今後も、全国の市町村を中心とした新たな市場の取り込みを図ります。また、

民間向けでは、2026年3月に販売を開始した「SoftBank A501SJ」を含めた当社のＩＰ無線製品、映像ソリューショ

ンを中心として、お客様のニーズに応えるソリューションを提供し、更なる付加価値向上、拡販に取り組みます。

これらにより、2027年３月期の売上高は、前年度比３億24百万円増の210億円を目指します。利益面におきまして

は、官公庁向けシステムの需要の着実な取り込みによる規模確保、当社製品の付加価値向上による利益率の改善な

どに取り組みます。一方で、昨今の市場環境に合わせた人材待遇改善策の実施、販売促進、新規市場・事業開拓な

どの投資も引き続き行います。これらの結果、営業利益３億80百万円、経常利益４億円となり、親会社株主に帰属

する当期純利益は、２億10百万円となる見通しです。

また、資源・エネルギー及び原材料価格の高騰など業績への影響が懸念されております。業績予想においては、

現段階での影響予測を反映したものとしておりますが、今後の状況などによって業績は大きく変動する可能性があ

ります。業績予想の修正の必要性が生じた場合には、速やかに開示いたします。

＜連結＞

　上記の業績見通しは、当社が現時点において合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は見通し

と異なることがあることをお含みおき願います。

（5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要政策の一つと考えており、会社の競争力を維持・強化して

株主資本の拡充と同利益率の向上を図るとともに、配当水準の向上と安定化に努める方針です。

　剰余金の配当につきましては、期末配当の年１回もしくは中間配当を含めた年２回の配当を行うことを基本と

し、「連結株主資本配当率（DOE）（※）1.5％程度」、または「連結配当性向40％台」のいずれか高い方を目安に

配当金額を決定いたします。

※連結株主資本配当率(DOE)＝（年間配当総額÷連結株主資本）×100

　当期の期末配当金につきましては、上記配当方針及び当期の連結業績並びに財務状況等を勘案し、また、引き続

き株主の皆様の日頃のご支援にお応えすべく１株当たり33円を予定しております。

　これにより、当期の年間配当金は、前期に比べ10円増配の１株当たり33円となる予定です。

　なお、本件は2026年６月25日開催予定の第60回定時株主総会の承認を経て正式に決定する予定です。

　次期の配当につきましては、中間配当金額は記念配当１株当たり15円、期末配当金額は普通配当１株当たり30円

とし、年間配当金額は１株当たり45円を予定しております。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表

を作成する方針であります。

　なお、ＩＦＲＳの適用については、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 905 1,120

受取手形 266 275

売掛金 7,205 5,666

契約資産 520 1,675

商品及び製品 653 473

仕掛品 181 327

原材料 528 396

その他 252 349

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 10,513 10,285

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,312 1,327

減価償却累計額 △813 △810

減損損失累計額 △128 △134

建物及び構築物（純額） 370 381

機械装置及び運搬具 318 320

減価償却累計額 △311 △310

減損損失累計額 △1 △1

機械装置及び運搬具（純額） 5 8

工具、器具及び備品 799 836

減価償却累計額 △582 △557

減損損失累計額 △107 △115

工具、器具及び備品（純額） 109 163

土地 278 278

建設仮勘定 0 4

有形固定資産合計 765 837

無形固定資産

その他 151 85

無形固定資産合計 151 85

投資その他の資産

投資有価証券 118 152

繰延税金資産 133 122

その他 478 548

貸倒引当金 △18 △18

投資その他の資産合計 711 805

固定資産合計 1,627 1,727

資産合計 12,140 12,013

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,035 3,345

契約負債 125 273

短期借入金 900 900

未払法人税等 108 194

賞与引当金 524 637

短期解約損失引当金 1 2

製品保証引当金 12 1

受注損失引当金 12 3

工事補償引当金 24 30

その他 709 856

流動負債合計 6,455 6,245

固定負債

退職給付に係る負債 19 21

資産除去債務 173 158

その他 57 59

固定負債合計 250 239

負債合計 6,706 6,484

純資産の部

株主資本

資本金 523 523

資本剰余金 498 498

利益剰余金 4,352 4,514

自己株式 △1 △92

株主資本合計 5,373 5,443

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 61 84

その他の包括利益累計額合計 61 84

純資産合計 5,434 5,528

負債純資産合計 12,140 12,013
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

売上高 19,296 20,675

売上原価 14,118 14,920

売上総利益 5,178 5,754

販売費及び一般管理費 4,898 5,374

営業利益 279 380

営業外収益

受取配当金 2 4

保険事務手数料 1 1

助成金収入 0 0

開発支援金 1 －

資産除去債務戻入益 － 16

スクラップ売却益 1 2

その他 5 10

営業外収益合計 13 35

営業外費用

支払利息 6 3

支払手数料 3 3

固定資産除却損 5 3

その他 0 0

営業外費用合計 16 12

経常利益 276 404

特別利益

受取補償金 － 66

特別利益合計 － 66

特別損失

減損損失 43 16

特別退職金 55 －

特別損失合計 99 16

税金等調整前当期純利益 177 453

法人税、住民税及び事業税 120 210

法人税等調整額 △23 △0

法人税等合計 96 209

当期純利益 81 244

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 81 244

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
連結損益計算書
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

当期純利益 81 244

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16 23

その他の包括利益合計 16 23

包括利益 97 267

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 97 267

非支配株主に係る包括利益 － －

連結包括利益計算書
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 523 498 4,411 △1 5,431

当期変動額

剰余金の配当 △139 △139

親会社株主に帰属する当
期純利益

81 81

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △58 － △58

当期末残高 523 498 4,352 △1 5,373

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

その他の包括
利益累計額合計

当期首残高 44 44 5,476

当期変動額

剰余金の配当 △139

親会社株主に帰属する当
期純利益

81

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

16 16 16

当期変動額合計 16 16 △41

当期末残高 61 61 5,434

（３）連結株主資本等変動計算書
前連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 523 498 4,352 △1 5,373

当期変動額

剰余金の配当 △80 △80

親会社株主に帰属する当
期純利益

244 244

自己株式の取得 △176 △176

自己株式の処分 △2 84 82

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 161 △91 70

当期末残高 523 498 4,514 △92 5,443

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 61 61 5,434

当期変動額

剰余金の配当 △80

親会社株主に帰属する当
期純利益

244

自己株式の取得 △176

自己株式の処分 82

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

23 23 23

当期変動額合計 23 23 93

当期末残高 84 84 5,528

当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 177 453

減価償却費 154 181

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 32 112

製品保証引当金の増減額（△は減少） 8 △11

受注損失引当金の増減額（△は減少） 12 △9

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 291 －

受取利息及び受取配当金 △2 △5

支払利息 6 3

減損損失 43 16

特別退職金 49 －

受取補償金 － △66

固定資産除売却損益（△は益） 5 3

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △920 373

棚卸資産の増減額（△は増加） △2 165

仕入債務の増減額（△は減少） 809 △690

その他 △250 163

小計 415 692

利息及び配当金の受取額 2 5

利息の支払額 △6 △3

特別退職金の支払額 △49 －

受取補償金の受取額 － 66

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △120 △135

営業活動によるキャッシュ・フロー 241 624

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △101 △170

無形固定資産の取得による支出 △41 △12

差入保証金の差入による支出 △7 △1

差入保証金の回収による収入 15 38

その他の収入 － 0

その他の支出 △17 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △153 △150

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △100 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1 △2

自己株式の取得による支出 － △176

配当金の支払額 △139 △80

財務活動によるキャッシュ・フロー △241 △259

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △153 215

現金及び現金同等物の期首残高 1,059 905

現金及び現金同等物の期末残高 905 1,120

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項
（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額 合計
情報通信
端末事業

情報通信
システム事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,209 11,086 19,296 － 19,296

セグメント間の内部売上高又は

振替高
0 3 3 △3 －

計 8,209 11,090 19,300 △3 19,296

セグメント利益 838 1,085 1,924 △1,644 279

セグメント資産 1,790 9,052 10,843 1,297 12,140

その他の項目

減価償却費 11 98 110 43 154

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
63 35 98 36 135

（セグメント情報等の注記）

１　報告セグメントの決定方法

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、情報通信端末事業、情報通信システム事業について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開

しております。

　従って、当社グループは、事業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「情報

通信端末事業」、「情報通信システム事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「情報通信端末事業」は、携帯情報通信端末の販売及び修理・再生を行っております。

　「情報通信システム事業」は、情報通信機器及びシステムの制作・販売・保守、運用等の技術サービス、無線

通信機器及び制御盤等の設計・製作・販売などを行っております。

２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法

と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部利益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

（注）１．セグメント利益の調整額△16億44百万円は、主に各報告セグメントに配分していない提出会社の管理部門に

係る全社費用であります。

２．セグメント資産の調整額12億97百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産12億97百万円が含ま

れております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社における余資運用資金、長期投資資金

及び管理部門に係る資産等であります。

３．減価償却費の調整額は、本社の有形固定資産に係る減価償却費等であります。

４．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、本社の有形固定資産等の設備投資額であります。

５．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には長期前払費用と同費用に係る償却額が含まれてお

ります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額 合計
情報通信
端末事業

情報通信
システム事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,893 11,782 20,675 － 20,675

セグメント間の内部売上高又は

振替高
0 0 1 △1 －

計 8,893 11,783 20,676 △1 20,675

セグメント利益 911 1,529 2,441 △2,060 380

セグメント資産 1,858 8,528 10,387 1,626 12,013

その他の項目

減価償却費 11 95 106 75 181

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
21 110 132 137 270

当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

（注）１．セグメント利益の調整額△20億60百万円は、主に各報告セグメントに配分していない提出会社の管理部門に

係る全社費用であります。

２．セグメント資産の調整額16億26百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産16億26百万円が含ま

れております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社における余資運用資金、長期投資資金

及び管理部門に係る資産等であります。

３．減価償却費の調整額は、本社の有形固定資産に係る減価償却費等であります。

４．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、本社の有形固定資産等の設備投資額であります。

５．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には長期前払費用と同費用に係る償却額が含まれてお

ります。
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前連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日

至　2026年３月31日）

１株当たり純資産額 1,553.59円 1,633.98円

１株当たり当期純利益 23.22円 73.50円

項目
前連結会計年度

（自　2024年４月１日
至　2025年３月31日）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日

至　2026年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 81 244

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
81 244

普通株式の期中平均株式数（株） 3,498,168 3,321,531

項目
前連結会計年度

（2025年３月31日）
当連結会計年度

（2026年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 5,434 5,528

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） － －

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 5,434 5,528

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の

普通株式の数（株）
3,498,168 3,383,568

（１株当たり情報の注記）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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４．その他

（1）役員の異動（2026年６月25日予定）

①代表取締役の異動

該当事項はありません。

②その他の役員の異動

・新任取締役候補　　　　　　鳥居　紀彦　（現　常務執行役員　事業企画開発・人事総務担当、

企画戦略本部　本部長）

・退任予定取締役　　　　　　前田　真昭　（現　人事総務・法務コンプライアンス・ＣＳＲ担当）

・新任監査役候補　　　　　　高野　博史　（現　三菱電機株式会社　経営企画統括部

関係会社部　経営企画担当部長）

（注）会社法第２条第16号に規定する社外監査役の要件を満たしております。

・退任予定監査役　　　　　　川上　啓一　（現　三菱電機株式会社　監査部　次長）

（注）１．辞任による退任であります。

２．会社法第２条第16号に規定する社外監査役であります。

・補欠監査役候補　　　　　　稗田　勝

　　　　　　櫻井　健太郎（現　三菱電機株式会社　経営企画統括部

関係会社部　経営企画担当部長）

（注）１．稗田勝及び櫻井健太郎の両氏は、会社法第２条第16号に規定する社外監査役の要件を満たしており

ます。

２．稗田勝氏は、東京証券取引所の定める独立役員の要件を満たしております。

（2）役員及び執行役員の体制（2026年６月25日定時株主総会終了後）

代表取締役会長　　　　　　西岡　伸明

代表取締役社長　　　　　　西井　希伊

常務取締役　　　　　　　　神田　達也　　（事業全般・子会社管掌・法務コンプライアンス・ＣＳＲ担当）

取締役（兼）常務執行役員　平塚　俊光　　（経営企画・財務担当、経営企画本部　本部長）

取締役（兼）常務執行役員　鳥居　紀彦　　（事業企画開発・人事総務担当、企画戦略本部本部長）

取締役（社外）　　　　　　小西　新右衛門（小西酒造株式会社　代表取締役社長）

取締役（社外）　　　　　　田内　芳信

常勤監査役　　　　　　　　竹内　徹

監査役（社外）　　　　　　藤本　達也

監査役（社外）　　　　　　高野　博史　　（三菱電機株式会社　経営企画統括部　関係会社部　経営企画担

当部長）

執行役員　　　　　　　　　久部　恭範　　（モバイル事業本部　本部長）

執行役員　　　　　　　　　中谷　健一　　（コムテックサービス株式会社　代表取締役社長）

執行役員　　　　　　　　　草木　克利　　（ＤＸ本部　本部長（兼）経営企画本部　副本部長）

執行役員　　　　　　　　　福本　潤一郎　（企画戦略本部　副本部長

（兼）システム事業本部　副本部長）

執行役員　　　　　　　　　篠浦　洋二　　（システム事業本部　本部長）

執行役員　　　　　　　　　塩山　靖男　　（情報通信システム事業部　事業部長）

執行役員　　　　　　　　　粟田　智司　　（企画戦略本部　副本部長）

以　上
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